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会員数  ６００名     地区人口 約 ２９，０００ 人 設立年  平成１７年１２月 

ク ラ

ブ の

特徴 

 

今までスポーツをしていなかった人達のために、やさしく楽しい健康スポーツを中心に２４プログラムを

提供している。土佐市内のクリーンセンターの余熱を利用したプールで、午前中に行われる「こどもスイ

ミング」が会員数１６０名と人気がある。文化教室として「韓国語」がある。「スポーツで私も土佐市も、

もっと元気に」のキャッチフレーズどおり、市との連携・協力を密接に保っている。運営委員はメールで

連絡を取り合う。事務担当は３名とも女性。 

 

年間予算規模（平成 18

年度） 

18,880,000 円 年間広報費（平成１８年度） 176,000 円 

          

広報活動の成功例 

 

・ 広報活動 

① 市の広報への折り込み ②チラシは新聞への折り込みと小学校への配布 ③パンフレット 

④ＨＰ ⑤Ｔシャツプリント ⑥市体育館への看板・ポスター・活動風景写真掲載 ⑦会報  

⑧スタッフジャンパー ⑨総合クラブとさを支援する実行委員会に、よさこ鳴子チーム約８０名

がいて、総合クラブとさ「青龍」として活動している。⑩ケーブルテレビが定期的にテレビ放映

している。 

 

・ 成功例   

１．ＨＰから会員申込書をダウンロードしての加入があった。 

２．新聞の折り込みで募集をかけての参加が多い。 

３．Ｔシャツにプリントしているキャラクターの「とさっぴぃ」がカワイイと言ってくれる。 

４．クラブ会報やイベント情報のチラシは、「手書き」で行い好評を得ている。 

５．体育館入り口の写真は、ズームアップしたものを多く掲載し好評を得ている。 

６．市や県の行われる「よさこい鳴子祭り」での、踊り子隊、「青龍」はクラブの宣伝になっ

ていると思う。 

７．ケーブルテレビで、「総合クラブとさ」の活動を見ましたと言う声を聞く。 

 

広報活動の失敗例 

１．１０日前に出したチラシの発行が遅いと、市民からクレームが来た。もう少し早くチラシ

を配って欲しいと言われた。 

 

        ２．チラシの内容のチェックがあまく、誤字・脱字のままで広報してしまった。 

 

 


